
事
務
所
部
門
賞

建物断面構成図

 
 

 
 
 
 

【LED

外構の

LED 照

化を図

は壁面

電力消

外部は

て近隣

ている

D と明るさ感

の照明を含

照明を採用

図っている

面を照射し

消費を低減

は間接照明

隣への光害

る。 

感の採用】 

含めて全館

用して省エネ

。また室内

し明るさ感で

減している。

明を多用し

害に配慮し

【設備バル

室外機は

外構の緑

壁と連続

ことで近隣

性に配慮

【全開口型
２００席の
舞台裏の
彩都を一
口となる。
換気窓を
ージに対

館

ネ

内

で

。

し

ルコニー】

は屋上に設置

緑地を最大限

した防音壁

隣への騒音

慮している。

型大ホール
の階段ホー
の暗幕の開
一望できるガ

。その上下
を設置してナ
対応している

置すること

限確保し、

壁を設置す

音対策と美

 

ル】 
ルは、
閉により

ガラス開
下に自然
ナイトパ
る。

とで

外

る

観

【ISS(*2

空調機

器専用

新や増

ンルーム

（*2 ISS

2) メカニカ

機械や電気設

フロアを設

増設にフレキ

ムの清浄度

S：Interstit

ルフロア】

設備は天井

設置すること

キシブルに対

度にも影響

ial Space S

【BEM
電気
ギーの
コンか
きる。
るため
末とネ

井裏に設備

とで、機器更

対応。クリー

響を与えない

System）

MS】 
、ガス、水量
の見える化
から消費量
。またピーク
め、従業員
ネットワーク

備機

更

ー

い。

【太

屋

ラッ

す

射

か

量など各エ
化を図り、各
量を知ること
クカットに対

員のタブレッ
ク化されて

太陽光発電

上には 10

ット対応太

べて自己消

シート防水

ら室内への

エネル
各パソ
とがで
対応す
ット端
いる。

【電

外
動
ン
料
素

電パネル】

0.8ｋＷのア

陽光発電パ

消費してい

水を採用する

の熱負荷を

電気自動車
充

外構には二か
動車に対応す

ドを設置し
料で開放し、
素化に貢献し

アモルファス

パネルを設

いる。屋根は

ることで屋

を低減してい

車の 
充電スタン
か所、電気
する充電ス

して、地域に
社会の低

している。

ス型フ

設置し、

は高反

根面

いる。

ンド】
気自
スタ
に無
炭

アース環境サービス株式会社 彩都総合研究所 T-CUBE
新たなビジネスを創造する研究者交流拠点

▪所在地：大阪府茨木市彩都あさぎ	 ▪建築主：アース環境サービス株式会社

▪用　途：事務所、工場	 ▪�設計者：大成建設株式会社	一級建築士事務所

▪敷地面積：11,193.80 ㎡

▪建築面積：1,777.09 ㎡

▪延べ面積：6,679.48 ㎡

▪構　　造：鉄骨造

▪階　　数：地上 4階

▪CASBEE 評価：Sランク／ BEE 値 3.6

▪重点評価：CO2 削減 3.4 ／省エネ対策 4.6

　　　　　　みどり・ヒートアイランド対策 4.2

【立地、周辺環境】
彩都は北摂の豊かな自然に囲まれ、北大阪の丘陵地に各

企業や研究機関が集積した最先端研究都市である。イノ

ベーション国際戦略総合特区の中核エリアの一つに指定

され、バイオから医薬まで 1500 人の研究者が集まり、

新しいビジネスの創出が期待されている。駅前立地で開

発された斜面を里山の地場植生による緑の丘として復元

している。

【総合的なコンセプト】
高度化・グローバル化する医薬品業界に対応するため、様々

な分野の研究者が交流し、そこで得られた知見を蓄積応用さ

せ、新たなビジネスに発展させる最先端の研究者交流拠点で

ある。社外研究者や見学者を迎え研修・製造実習する「ウェ

ルカムキューブ」と自社の研究者が分析・実験する「ワーキ

ングキューブ」から構成される。2 つのキューブの接する部

分にネットワークコリドー (*1) と呼ばれる大小様々な見学

交流空間を設け、施設全体に張り巡らせることで各活動の異種交配を誘発し、見学者・研修者・研究者の能動的な交流を促進している。

（*1: ネットワークコリドーとは、２つのキューブの接する部分に設ける回廊状の交流空間を指す。）

ユーザーのの能動的な交流を促すすネットワーークコリドー ２つのキ

ネ

キューブと

ットワーク
コリドー 

と３つの動

ク 

動線
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O
ffice D

ivision A
w

ard

環境配慮事項とねらい 

施

大

北

け

水

し

す

季

が

 

最

環境

施設全体

や光環境

用した。

床下や天

ちが分か

北摂の里

大規模開

北摂の里

ける緑の

水田・溜

している

する緑地

季の森・

がら自社

最先端の

重力換

天井

境配慮

体で自社の

境のシミュ

空調機や

天井裏の一

かるように

里山を復

発を行っ

里山におけ

ネットワ

池と連続

。彩都周

地を創出し

研究の森

社の防虫・

の環境技

換気システム

井裏を見え

慮事項と

のサービス

ュレーショ

やダクト、

一部をガラ

になってお

復元する

った際の里

ける雑木

ワーク構築

続した地場

周辺の里山

した。斜面

森・生態の

・生態分析

技術を「

ムによる「風

空える化 

とねら

スの中心

ョンやエ

配管の一

ラス面に

おり、メン

る３つの

里山の生

林をモデ

築に貢献

場植物・

山に見ら

面の保存

の森とい

析に活用

「見える

風のミチ」の

空調機断面

らい 

となる環

ネルギー

一部を透

して、設

ンテナン

の森と水

生態系や自

デルとし

献した。植

ビオトー

れた風景

存林を含め

う３つの

用できる環

る化」し

の検証

面の見える化

環境技術の

ー消費を可

明化して

設備技術や

ス実習や

水生植物

自然環境

た外構計

植生・地勢

ープを採用

景を基調と

め、敷地

の森により

環境を創

た研究所

ハイサ

床化

の見える化

可視化した

て内部を見

や構造技術

や見学者説

・生物を

を復元す

計画を行

勢分析を行

用し、生

として、

地の 65％

り、地域

出した。

所 

サイドライト

下のダクト

化を行っ

た設備シ

見せる工夫

術など建

説明で利用

を育むビ

するため、

うことで

行い、周囲

態系の保

地域の環

以上を緑

の植生と

 

トによる自然

トや構造を覗

た。風環

ステムを

夫をした

物の成り

用してい

ビオトー

、ここでは

で彩都にお

囲の森林

保全に配慮

環境に調和

緑化し、四

と連続しな

然採光の検

覗けるガラ

 
 

 

 

 

 
。

 
 
 
 
 

 

環境

を採

り、

り立

る。

ープ 

は

お

林・

慮

和

四

な

検証

ラス床

地域の

張り巡

など社

ォーマ

（医薬

来訪者

ヤゴやメダ

北摂地域の

リフレ

施設説

の研究者や

巡らし大小

社内外の発

マルな交流

薬品製造）

者をもて

ダカが生息

の地場植生を

レッシュでき

説明を行うプ

や住人と

小様々な

発表の場

流ができ

）を実習

てなし、

息するビオト

を植えた四季

きるバーコー

プレゼンス

との情報交

な交流空間

場を設ける

きる場を随

習エリアと

地域に開

トープ

季の森

ーナー

スペース

 

交換を促

間を設置

ると共に

随所に仕

として公

開かれた

促進するた

置した。大

に、バーコ

仕掛けてい

開し、社

た施設づ

分

「四季」

ため、見

大ホール

コーナー

いる。4

社内外の共

づくり

敷

彩都を一

分析・実験エ

」「研究」「生

学通路を

やプレゼ

やテラス

階のもの

共創効果

敷地周囲の

一望できるテ

エリアも見学

生態」の３つ

を施設全体

ゼンスペー

スなどイン

のづくり空

果を図った

の植生・生態

テラス

学可能 

つの森

体に

ース

ンフ

空間

た。 

態分析
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